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『はじめに 日本航空・宇宙 業界とその主要ﾌﾟﾚｰﾔｰ (Tier 1s)
に関する注力視点』

◆ 「日本航空・宇宙 業界」 を取り上げる。
AM / 3DP これまで、今後の最大注目市場と認識。
USA & EU Global 航空・宇宙市場は AM / 3DP (特に High・Middle-end) で

高付加価値 航空機搭載装備品 適用事例が活発化し 高成長を遂げている、

日本市場の出遅れが目立つが Tier 1 Players も存在し そのﾌﾟﾚｰﾔｰ を中心に

成長していくことは間違いない。

◆ 「主要ﾌﾟﾚｰﾔｰ (Tier 1s)」 に着目。
世界的航空宇宙市場・業界は 1990年代以降の 業界再編により “Super Mega 

Players” により寡占状態にある。 日本 Tier 1s は限定されるが、Global

な Network を有し 上記 Mega Players と事業展開を継続、市場成長の

主力ﾌﾟﾚｰﾔｰ である。

この Tier 1s は、「防衛市場」 においても主役である。

☚ 今後 AM / 3DP の最適事例・新企画・新設計 を O社 ｸﾞﾙｰﾌﾟ と 共創し、

日本市場に限定せず Globalに Innovation を実現 していく。
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Super Mega Players :  航空機 Duo-Poly (Boeing & Airbus)、 Engine Manufacturers (GE / P&W / RR /

Safran / MTU)   装備品 (UTC / Honeywell / BAE / Thales 等）



1. Global & 日本 AM 重点対象

輸送系 移動体 システム

● 宇宙 （成層圏外）

航空 – 機体、エンジン、装備品

● 自動車 ・ 商用車 ・ 二輪車

鉄道

● 船舶・海洋構造物

深海艇・潜水艦・水中ﾄﾞﾛｰﾝ

A  -1  民需 & -2 軍需

B  -1 OEM & -2 MRO (ｱﾌﾀｰ･ﾏｰｹｯﾄ)
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①

分類記号
Global & 日本

Ⅰ金属系 &
Ⅱ 樹脂系

1. AM 装置販売

& ｺﾝｻﾙﾃｲﾝｸﾞ、
ｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ

2. SP ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ &

RP、試作・小ﾛｯﾄ生産

A -1/-2 & B -1/-2

市場 ①、② & ③ 医療
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2-1. 航空宇宙事業 - 日本企業の中長期経営

Ⅰ. (1) 民需、 (2) 軍需 / 防衛関連

Ⅱ. (1) OEM、 (2) MRO (ｱﾌﾀｰ･ﾏｰｹｯﾄ)

Ⅲ. (1) 機体構造 Airframe
(2) エンジン関連 Engine & its Accessories
(3) 装備品

(機体搭載 Airframe-mounted、
エンジン搭載 Engine-mounted）
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参考 Ⅳ. 防衛： 陸 (特殊車両 / 戦車 / ﾍﾘ / ﾐｻｲﾙ） - 陸上自衛隊
海 (艦艇・潜水艦 / 哨戒機 / ﾍﾘ / ﾐｻｲﾙ） - 海上自衛隊
空 – 航空自衛隊

⇒ ”Tier 1” 企業は、全ての領域に航空技術同等のｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ を展開

<注> “Ｔｉｅｒ１”： 最終業者と直接取引、設計・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ の自由度・裁量がある
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2-2. 航空装備品 AM 事例対象範囲

１．エンジン 及び その関連装備品・機能部品

燃料系統・油圧系統・空圧系統 含む

Engine Mounted ⇒ Airframe-Mounted 機体側搭載品

2．電力系統 システム装備品 (非常用含む電源・電力分配）

電動化 & 540VDC 高圧直流、複雑な Thermal Management

3．電気・電子制御 ｼｽﾃﾑ関連 (Cockpitからの指令、FCC 等）

電気・電子系 (Thermal Management)

4．モーション・コントロール関連 (FCAS 等）

機械系 & 電気・電子系 (Thermal Management)
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<注> 防衛では、「電子戦 Electronic Warfare」 関連システムが浮上



航空市場 (民需 & 防衛） - First Class 顧客からの絶大な信頼

3A. 日本 航空 Tier 1 プレーヤー (Tier 1 階層、1/2)
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<注> 航空技術部門 - JAXA 宇宙航空開発研究機構 (国立研究開発法人) も Tier 1 ﾌﾟﾚｰﾔ
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3A. 日本 航空主要プレーヤー (Tier 1 階層、2/2)

IHI

MHI

KHI

FHI

Nabtesco

Jamco

Tamagawa

SPP

Shimazu
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日本ｴﾝｼﾞﾝﾒｰｶｰ
(IHI / MHI / KHI）

日本機体ﾒｰｶｰ
(MHI / KHI / FHI / 新明和）

3A. 日本 航空市場 (民需 & 防衛） - 主力Tier1 プレーヤーの相関

<注> 機体： 固定翼 & 回転翼 (Helicopter)

防衛省

航空運航会社
(Airlines, JAL / ANA)

日本装備品
Tier 1

(Nabtesco / SPP 等）

AM SP

試作のみ？

USA 機体/エンジン/装備品
有力プレーヤー 群

機体ﾒｰｶｰ
(Boeing / Airbus)

ｴﾝｼﾞﾝﾒｰｶｰ
(GE/PW/RR 等)

8



3B. 日本 宇宙市場 Tier 1 プレーヤー (Tier 1 階層)

・ JAXA 宇宙航空開発研究機構

・ IHI / IA (IHI Aerospace)

・ MHI 宇宙事業部

・ 日本飛行機

・ 日本工機

・ PD Aerospace

<主に 電気駆動動力系統、電子制御系統、通信系統>

・ NEC

・ MELCO

・ 富士通

・ 明星電気

・ 古河電池

9



4. 世界航空市場 (民需 & 防衛, 1/2)
- 業界再編今なお進行中
- Tier 1以上 有力ﾌﾟﾚｰﾔｰによる寡占

UTC との合弁

・ Boeing - Embraer
・ Airbus - Bombardier
・ Lockheed Martin
・ Northlop Grumman

機体製作

・ GE Aviation
・ Pratt Whitney
・ Rolls Royce
・ Safran
・ MTU

ｴﾝｼﾞﾝ 製作

・ UTC
・ Honeywell
・ Thales
・ Safran
・ BAE Systems
・ Parker / Woodward

Zodiac / Eaton /
LIEBHERR / Moog

機能装備品
ｼｽﾃﾑ Tier 1

Super Tier 1

系統毎ｼｽﾃﾑ一括受注

RSPP

Duo
Poly

日本のｴﾝｼﾞﾝﾒｰｶｰ

(IHI / KHI / MHI) :
GE / PW / RR が主導する

Risk Share Partner Program

に 5~12%で参画
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Hamilton Sundstrand, UTC の再編事例



- 主要ﾌﾟﾚｰﾔｰ (Tier1 ｸﾗｽ) AM 動向

機能装備品・ｼｽﾃﾑ Tier 1 クラス
・ Make / Buy Policy

Make : 25 ~ 45% (Airbus : 10%)

日本企業 比率高い傾向 (Mother 工場機能、海外現地 – 最終組立て & MRO）

・ Core / Non-core Strategy
各社 Core重視、定義厳格
Non-core ： Outsourcing

(全世界調達 / SC主要ﾌﾟﾚｰﾔｰ）

AM
・ 明確な活用指針

・ “Core” 事業

Boeing

Airbus

ｴﾝｼﾞﾝ ﾒｰｶｰ
(GE/PW/RR/Safran/MTU)

今後の航空機
More & More Electric

薄翼、HVDC

高効率/高燃費Engine

← 新技術、絶大なる効果
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4. 世界航空市場 (民需 & 防衛, 2/2)

<注> Boeing社に関しては、「Boeing の未来」 (MM1 Feb12、特3B) 参照。
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☚ Boeing & 防衛省 Programs 有力 Tier 1 企業群

+ 2大 Airlines と共に成長

☚ 対象企業群 上位層 注力 Marketing / 交流

(O社ｸﾞﾙｰﾌﾟSalon の形成）

1. 防衛省 (空・海）、SJAC、JADC、JAEC 等
2. IHI & IA (IHI Aerospace) + JAXA

3. MHI (名誘、名航、MSJ) & MHI-PS (高砂）

4. KHI (明石 / Engine + APU、産業用GT、非常用GT & 二輪車)

& KHI (岐阜 / 機体 防衛 + 民需）

5. Nabtesco (航空宇宙C / 岐阜 & 技術本部 京都 R & D、

鉄道C、精密減速機C)

6. SPP (航空宇宙 / 尼崎、草津 + 産業用熱交換 / 超電導)

7. Jamco (府中、新潟、仙台）

8. ANA & JAL (整備、After-market)
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◆ 日本 航空・宇宙市場の成長と Tier 1 Players



◆ 航空機ビジネスの特徴

市場：
◼ 防衛関連市場 （欧米＞日本） と民間航空機市場 （グローバルな土俵）
◼ 両方の市場参入により技術シナジー効果が成長の原動力
◼ 先行投資（量産） と長期の投資回収 (MRO / ｱﾌﾀｰ･ﾏｰｹｯﾄ)

◼ 飛行安全性を最重要視した厳しい品質保証

事業 リスク：
◼ Life Cycleが他事業と比較し極端に長期、且つ Globalな競争環境下

一度失敗 （商戦失注、等）すれば短期で挽回できない

（大きな先行投資と長期間の回収）

開発スタート

開発費
設備投資

MRO 売上

営業利益金額

OEM 売上高

投資回収期間 (7 ~ 10年)

量産

経過年
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品
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産

組
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検
査

販
売

輸
送

調達 製造 物流
Demand

原材料 仕掛 製品
倉庫

OEM

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ
顧客 1 

（Boeing)

販売

◆ 航空事業 MRO ﾊﾞﾘｭ-･ﾁｪｲﾝ & ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾓﾃﾞﾙ

MRO

業者

Case 1 : OEM Supplier = MRO 業者

Case 2 : OEM Supplier ⇔ MRO 業者
“ 提携 Collaboration ”

Case 3 : 昨今の “Life - Cycle - Business” 志向 (Boeing)
事業推進はこのモデルをWatch し、流れに乗る姿勢必要
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顧客 2

（Airlines)
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